
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
ビデオ再生装置 に結合され、圧縮されたディジタル・ビデオ信号を受け取り、
復号化する受信装置 であって、
前記ビデオ再生装置から圧縮されたディジタル・ビデオ信号 とオンスクリーン
表示 信号 を受け取る、 、

前記オンスクリーン表示 信号を受け取るように結合され、前記オンスク
リーン表示 信号
を具え、
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（２００）
（１００）

（２２１）
データおよびタグ （２７１） インタフェースポート（１１０）と

前記インタフェースポート（１１０）に結合され、前記圧縮されたディジタル・ビデオ信
号（２２１）を復号化し、ビデオ信号を生成する、復号器（１１７）と、
前記ビデオ再生装置に固有のグラフィックメッセージを記憶する、メモリ（５１０）と、

データおよびタグ
データおよびタグ に含まれるタグ情報を検出する制御装置（１１５）と、

前記制御装置（１１５）は、前記ビデオ再生装置に固有のグラフィックメッセージが前記
メモリ（５１０）に記憶されている場合、前記タグ情報に応答して、前記メモリから前記
固有のグラフィックメッセージを読出し、前記復号化されたビデオ信号と合成して、表示
するための合成信号（１０１）を形成し、
前記制御装置（１１５）は、ビデオ再生装置に固有のグラフィクメッセージが前記メモリ
（５１０）に記憶されていない場合、前記タグ情報に応答して、前記ビデオ再生装置（２
００）からテキストメッセージを受け取り、前記復号化されたビデオ信号と合成して、表
示するための合成信号（１０１）を形成する、



前記受信装置。
【発明の詳細な説明】
この発明は、ディジタルビデオ記録装置の分野に関し、特に、種々の装置コンポーネント
（構成成分）相互間の結合手段に関する。

ディジタルビデオ信号は、低減されたビットレート（ビット伝送速度）を有するビットス
トリームを形成するように処理される。このようなビットレートの低減を行なうための処
理はＭＰＥＧ形圧縮法に従って実行され、例えばＤＳＳ T M（トレードマーク、商標）等の
ディジタル衛星システムにおいて使用され、または提案されたグランド・アライアンス (G
rand Alliance)すなわちＧＡ地上波システムにおいて使用されているような、例えばＭＰ
ＥＧ形コンパチブル (compatible：適合性を有する）構成を持った形の信号にフォーマッ
ト化することができる。
消費者向けビデオ記録装置は、アナログ信号と、例えばＭＰＥＧ形標準方式とのコンパチ
ビリティ（適合性、両立性）が得られるように処理され、且つＧＡまたはＤＳＳ T M信号フ
ォーマットを有するディジタル符号化信号の両方に対する記録適応性を与えるように適合
化されている。適合化された消費者向けビデオ記録装置は、１つの筐体内に収納された２
つの電子システムとして考えることができ、各電子システムは記録機構と、サーボおよび
制御の各システムを共有している。アナログ輝度（ルミナンス）信号成分でＲＦ搬送波を
周波数変調し、アナログ色（クロミナンス）信号成分で別のＲＦ搬送波を振幅変調する場
合は、通常のアナログ記録法を使用することができる。再生時にはその２つの変調済み信
号は復調され、合成され（組合わされ）、出力されてビデオ表示装置に供給される。
記録と再生の両動作モードの期間中、ビデオ記録装置の動作状態、警告状態、テープ持続
時間、記録時間、時間コード（符号）等のオンスクリーン表示メッセージが表示される。
これらのオンスクリーン表示メッセージすなわちＯＳＤ (on-screen display)がアナログ
ビデオ出力信号に付加されて、ユーザに記録装置の状態を表わす情報が提供される。
ディジタル記録は、消費者向けビデオ記録装置をディジタル・ビットストリーム記録装置
／再生装置として使用することによって行なわれる。例えばトランスポート・パケットの
ようなＭＰＥＧ形コンパチブル・ビットストリームは、記録および再生を容易に行なうた
めに、トランスポート・パケットを再フォーマット化することによって記録される。例え
ば、トランスポート・パケットは、バッファ処理（緩衝記憶）され、誤り（エラー）検出
および訂正データワードを計算して付加する。誤り訂正データワードが付加されたビット
ストリームは、各記録トラックに適応する所定数のバイトを含む記録用データブロックま
たは同期ブロックの形にフォーマット化される。同期ブロック信号は符号化されて、ディ
ジタル記録するのにより適した信号、例えば、直流成分が除去され、または記録された信
号のスペクトル成形が行なわれる信号が形成される。そのような変調は、“コードブック
(code book)”タイプの符号化法によって行なわれる。再生モードでは、実効的に記録プ
ロセスとは逆のプロセスが行なわれ、例えば、“コードブック”タイプの符号が復号化（
デコード）され、誤りが検出されて訂正され、その同期ブロックフォーマットが削除され
て、ビットストリームが元のＭＰＥＧ形のフォーマットに復元される。
ディジタル記録および再生において、上乗せされるコストの上昇を最少にするために、Ｍ
ＰＥＧ形復号化（デコーディング）機能および符号化（エンコーディング）機能を記録装
置に含ませないようにする。すなわち、記録装置は、変更または付加することなくＭＰＥ
Ｇ形パケットストリームを処理しなければならない。従って、記録装置は、番組（プログ
ラム）遅延機能または時間シフト（移動）機能を具えていなければならない。しかし、ア
ナログ動作中にアナログ出力信号に加えられる記録装置の状態および警告、およびテープ
の時間の各表示は、ディジタル動作モード期間中は存在しない。従って、記録装置の状態
等は、記録装置の制御パネルを見ることによってしか確認できなくなる。
ディジタル信号の信号源（ソース）、記録装置およびモニタ表示装置相互間のシステムの
相互接続および制御は、両方向データバスを使用することにより簡易化することができる
。しかし、アナログシステムの相互接続に付加されるいかなる相互接続も、ユーザにとっ
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て理解できない装置の複雑さと混乱を生じさせる。よって、記録装置の動作状態には関係
なく、ディジタル信号源と表示装置との間の結合を行なう簡易な相互接続法が必要である
。簡易な相互接続法は、同じ相互接続システムを用いてアナログおよびディジタルの両方
の記録装置の動作を容易にするものでなければならない。さらに、記録装置の状態および
警告の各メッセージは、アナログおよびディジタルの両方の記録装置の動作モード期間中
、ユーザに対して表示を行なうのに必要である。

同じ相互接続システムを使用して、アナログおよびディジタルの両方の記録装置の動作を
簡易化することができる上述の簡単な相互接続法は、次に説明する発明の構成によって有
効に実現することができる。
発明の構成
請求の範囲と実施例との対応関係を図面で使われている参照番号で示すと次の通りである
。
１．ビデオ再生装置（２００）に結合され、圧縮されたディジタル・ビデオ信号を受け取
り、復号化する受信装置（１００）であって、
前記ビデオ再生装置から圧縮されたディジタル・ビデオ信号（２２１）とオンスクリーン
表示データおよびタグ信号（２７１）を受け取る、インタフェースポート（１１０）と、
前記インタフェースポート（１１０）に結合され、前記圧縮されたディジタル・ビデオ信
号（２２１）を復号化し、ビデオ信号を生成する、復号器（１１７）と、
前記ビデオ再生装置に固有のグラフィックメッセージを記憶する、メモリ（５１０）と、
前記オンスクリーン表示データおよびタグ信号を受け取るように結合され、前記オンスク
リーン表示データおよびタグ信号に含まれるタグ情報を検出する制御装置（１１５）と、
を具え、
前記制御装置（１１５）は、前記ビデオ再生装置に固有のグラフィックメッセージが前記
メモリ（５１０）に記憶されている場合、前記タグ情報に応答して、前記メモリから前記
固有のグラフィックメッセージを読出し、前記復号化されたビデオ信号と合成して、表示
するための合成信号（１０１）を形成し、
前記制御装置（１１５）は、ビデオ再生装置に固有のグラフィクメッセージが前記メモリ
（５１０）に記憶されていない場合、前記タグ情報に応答して、前記ビデオ再生装置（２
００）からテキストメッセージを受け取り、前記復号化されたビデオ信号と合成して、表
示するための合成信号（１０１）を形成する、前記受信装置。
発明の効果
ビデオ再生装置に固有のグラフィックメッセージが受信装置のメモリに記憶されている場
合、メモリから固有のグラフィックメッセージを読出し、復号化されたビデオ信号と合成
して表示し、ビデオ再生装置に固有のグラフィクメッセージが受信装置のメモリに記憶さ
れていない場合、ビデオ再生装置からテキストメッセージを受け取り、復号化されたビデ
オ信号と合成して表示することができる。

図１は、復号化して表示するために結合されるパケット化された信号源をブロック図の形
で示している。
図２は、この発明の種々の実施形態を含むブロック図を例示している。
図３は、この発明の種々の実施形態を含む、簡易化されたスイッチを示すブロック図を例
示している。

図１には、簡易化された消費者向けディジタル・オーディオ／ビデオシステムが例示され
ている。この図には、パケット化され且つ圧縮されたオーディオ／ビデオおよび制御デー
タの信号源が、復号および表示を行なうために結合される態様が示されている。受信機Ｉ
ＲＤ１００は受信アンテナ５０に結合されるように示されているが、変調された信号がケ
ーブル分配回路網（図示せず）から供給されてもよい。変調されたパケット化信号は、同
調され、復調されて、ユーザが決定した番組（プログラム）がパケット源１０９として示
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されたブロック内で分離される。パケット源１０９の出力は、オーディオ／ビデオおよび
制御データからなるトランスポート・パケットストリームからなり、このパケットストリ
ームは復号器（デコーダ）１１７によってＭＰＥＧ形復号されて、オーディオおよびビデ
オ信号が生成される。復号器１１７からの出力は表示装置３００によってモニタするため
にこれに供給される。パケット化された信号の他の信号源は、復号器１１７によってＭＰ
ＥＧ形復号を行なうために、別のデータストリームとして点線で結合されるものとして示
されている。このように、復号器１１７は、外部パケット源から供給されるトランスポー
ト・ストリームを復号するために使用され、このことによってこれら他の信号源のコスト
を低減することができる。例えば、パケット源７５は、パケット化された出力信号を生成
するコンピュータを表わすものであってもよい。このような信号は、コンピュータのメモ
リから取出され、またはコンピュータのネットワークのような外部信号源から供給される
ものでもよい。このようなコンピュータ信号源は、ディスクメモリから圧縮されたオーデ
ィオ／ビデオおよび制御データを再生することができる。さらに、パケット源７５は、例
えばＤＶＤフォーマット装置のようなディジタル・ビデオディスク再生装置を表わすもの
であってもよい。別のトランスポート・パケットの信号源は、磁気テープ再生装置／記録
装置であるパケット源２００によって与えられるものでもよく、このパケット源２００は
、例えばＤ－ＶＨＳまたはＤＶＣ方式（規格）に従うフォーマットを有していてもよい。
図２には、簡易化された消費者向けディジタルビデオ受信機、記録および表示装置システ
ムが、ブロック図の形で例示されている。このシステムには、例えば統合形（統合された
）受信機／復号器すなわちＩＲＤ (Integrated Receiver Decoder)１００のようなディジ
タルビデオ信号源、オーディオ／ビデオモニタ表示装置３００、および例えばＤ－ＶＨＳ
またはＤＶＣのフォーマットを採用したディジタル・ビデオカセット記録装置（ＶＣＲ）
２００が設けられている。この例示されたシステムにおいては、ディジタルビデオを表わ
す信号が、ＲＦ搬送波上に変調されており、アンテナ５０で受信される。アンテナ５０は
、統合形受信機／復号器ＩＲＤ１００に結合されている。しかし、変調された搬送波は、
ケーブル分配システム（図示せず）によって受信機１００に導かれていてもよい。統合形
受信機／復号器１００は、ＲＦ搬送波周波数に同調されており、その搬送波周波数からＭ
ＰＥＧ形コンパチブル・トランスポート・データストリームの変調信号を復調する。
トランスポート・データストリームは復号（デコード）されてアナログのオーディオおよ
びビデオ信号が生成され、オーディオ／ビデオ表示装置３００によって直ちにモニタされ
る。復号された出力信号は、信号１０１および１０４によって表わされ、これらの信号は
受信機ＩＲＤ１００から表示装置３００に供給される。コストを考慮すると、ディジタル
記録装置２００にＭＰＥＧ形符号化機能および復号化機能を含ませることができない。従
って、ディジタル記録装置２００は、ビットストリーム記録装置／再生装置として機能し
て、時間シフトまたは番組（プログラム）遅延機能を与える。非標準的速度での再生機能
を容易に行なうのに必要なＭＰＥＧ形処理を省略すると共に複雑さの度合いを低減すると
、シャトル（ SHUTTLE：往復）再生、スローモーション再生またはトリック再生の各モー
ドで画像を再生することができなくなる。従って、要するに、受信機１００は、記録装置
２００で記録するために、ＭＰＥＧ形コンパチブル・パケットストリームをディジタルＡ
／Ｖ (Audeio/Video:オーディオ／ビデオ）バス１１２に供給する。同様に、記録装置２０
０からの再生されたパケットストリームは、ＭＰＥＧ形復号およびオーディオ／ビデオ生
成を行なうために受信機に戻すように供給される。記録装置からＭＰＥＧ形処理機能を省
略したことによる別の結果として、オンスクリーン表示メッセージすなわちＯＳＤの形式
の状態メッセージは、再生パケット化されたビットストリームと合成したり、これに付加
することができなくなる。従って、ユーザは記録装置の動作状態を明確に知ることができ
ない。
さらに、記録装置の画像データは記録 (RECORD)、再生 (PLAY)および停止 (STOP)の各モード
の期間中においてのみ利用可能であるので、ユーザは制御命令（コマンド）に従う記録装
置の応答性について明確に知ることができない。例えば、再生から巻き戻し (REWIND)への
動作状態の変化が生じると、再生画像の例えば入力ビットストリームへの切換えが生じ、
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電子機器から電子機器（エレクトロニクス－エレクトロニクス）への切換え、すなわちＥ
－Ｅ間切換えとして知られている状態が生じ、または例えば再生画像が消えて、ＩＲＤ１
００によって取出された静止（凍結）フレームに置換され、またはたぶん動画像がカラー
フィールド（着色画面）によって置換されることがある。従って、ユーザはこれらの視覚
的表示効果を記録装置のモードの応答性の指標 (indicia)として各モードと関連付けるこ
とができないことがある。
図２に例示されているシステムは第１の発明の相互接続構成を示しており、この構成では
復調されたトランスポート・ビットストリームは受信機ＩＲＤ１００から両方向のデータ
バス１１２を介して記録装置２００に供給される。トランスポート・パケットストリーム
は、インタフェースポート（ＩＦ）１１０を介してデータバスに供給され、インタフェー
スポート（ＩＦ）２１０によって記録装置２００において受信される。上記インタフェー
スポートは、共にデータバス１１２に含まれている別の導線で搬送される制御データスト
リームによって制御される。制御信号は、制御スイッチ（図示せず）の付勢によって、ま
たはユーザが発生させたＩＲ遠隔制御命令によるユーザの入力から引出される。例えば、
ユーザはディッシュアンテナ (dish antenna)５０によって受信されたディジタル・オーデ
ィオ／ビデオ信号をモニタするために選択することができる。受信機は、タッチ操作また
は接触操作 (touch)によって、または例えばＩＲのような遠隔制御によって選択すること
ができる。受信機の選択によって、表示選択の内容が自動的にモニタされ、すなわち、表
示が自動的に切り換えられて、ＭＰＥＧ形復号されたオーディオ／ビデオ出力がモニタさ
れる。ユーザがディジタル記録モードを選択すると、受信トランスポート・ストリームが
ＩＲＤ１００からバス１１２を介して記録装置に供給され、記録が開始される。同様に、
ディジタル記録装置の再生モードが選択されると、再生されたデータストリームはバス１
１２を介して受信機１００の復号器１１７によって復号化されるように供給される。
ＭＰＥＧ形コンパチブル・パケット化信号は記録装置２００に供給され、処理されて、ブ
ロックＤ．ＲＥＣ（ディジタル記録）２１５によって記録される。バッファメモリはブロ
ックＤ．ＲＥＣ２１５に含まれており、そのデータストリームをバッファして、持続時間
の変動する間隙を有するデータのバーストからなるパケット化された信号よりもさらに記
録するのに適した信号が生成される。バッファされたデータストリームは、バッファから
読出されて誤り（エラー）検出／訂正データワードと共に符号化される記録フォーマット
の同期ブロックが生成される。同期ブロックを用いてフォーマット化されたデータストリ
ームは、上述のように記録するために変調され、記録ブロックＤ．ＲＥＣ２１５から選択
器のスイッチＡ４に供給される。選択器のスイッチＡ４およびＡ５は、選択されたＤ－Ｖ
ＣＲ動作モードに応じて制御される。例えば、図２では、スイッチＡ４およびＡ５は、デ
ィジタル記録および再生を行なうように示されており、ディジタル記録用のスイッチの接
続部ＤＲおよびディジタル再生用スイッチの接続部ＤＰはデータストリームを回転ヘッド
構体２５０に供給し、また回転ヘッド構体２５０からデータストリームを引出すことがで
きる。アナログ動作に対しては、スイッチＡ４およびＡ５は、アナログ記録ＡＲおよびア
ナログ再生ＡＰとして示された別の位置に切換えられる。記録ブロックＤ．ＲＥＣ２１５
からの同期ブロック・フォーマット化されたデータストリームは、磁気テープ上に記録を
行なうために回転ヘッド構体２５０に供給される。
再生モードでは、記録されていた同期ブロック・フォーマット化されたデータストリーム
が、構体２５０上に配置された変換（トランスデュース）ヘッド２５１によって磁気テー
プから再生される。回復された信号は、ディジタル再生ブロックＤ．ＲＥＰ２２０によっ
て復調され、記録チャンネルの変調成分がすべて除去される。次いで、その再生信号は、
記録前に挿入されたデータワードによって誤り検出ならびに訂正処理を受ける。誤り訂正
の後、同期ブロック・フォーマット化が取り除かれて、そのビットストリームは、記録の
ために記録装置に供給されたパケットフォーマットと実質的に同じパケットフォーマット
をもつように回復される。ブロックＤ．ＲＥＰ２２０からのパケットストリームはインタ
フェースポート２１０に供給され、該インタフェースポート２１０は記録装置の再生モー
ドに応答して、パケットストリームを、復号器１１７によってＭＰＥＧ形復号を行なうた
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めに両方向データバス１１２に供給する。
統合形受信機／復号器１００は、ＭＰＥＧ形コンパチブル・パケットストリームを復号し
て、ビデオとオーディオの両方の出力信号を生成する。例えば、図２は、ビデオおよびオ
ーディオの出力信号１０１、１０２、および例えばＳ－ビデオ（Ｓ－ Video）等のコンポ
ーネント（成分）ビデオ信号１０４を示している。しかしながら、これらのディジタル的
に再生されたビデオ信号には、オンスクリーン表示すなわちＯＳＤによって通常与えられ
る記録装置の状態情報は含まれていない。
図２に簡略化された形で示されている受信機ＩＲＤ１００は制御装置（ＣＴＲＬ）１１５
を有し、該制御装置（ＣＴＲＬ）１１５は、受信機全体の制御、例えば、同調、パケット
ヘッダ制御デマルチプレクス、バスインタフェース制御、およびＭＰＥＧ形復号器１１７
に結合されるパケット源の選択の各制御を行なう。さらに、受信機の状態または動作モー
ドが、復号ビデオ信号に付加されるオンスリーン表示メッセージによって表示される。制
御装置１１５は、オンスクリーン表示メッセージを構成するか、あるいはメモリブロック
（ＭＥＭ．）５１０から予め定められた記憶メッセージを読出す。オンスクリーン表示メ
ッセージすなわちＯＳＤは、ＯＳＤ挿入器またはＯＳＤ付加器であるブロック５２０に供
給され、該ブロック５２０においてメッセージがアナログビデオ表示用にフォーマット化
され、ＭＰＥＧ形復号されたビデオ信号に付加またはこれと合成される。ＯＳＤを有する
ビデオ信号は、出力増幅器（Ｏ／Ｐ）１１８を介して、モニタ表示装置３００によって表
示されるようにこれに供給される。
図２において、記録装置／再生装置２００は、制御システム（ＣＴＲＬ）２０５に結合さ
れたオンスクリーン表示発生器（ＯＳＤ．ＧＥＮ）２７０を含んでいる。ＯＳＤ発生器２
７０は、記録装置の制御システム２０５からの信号に応答して、動作状態に適した状態メ
ッセージまたは警告メッセージを発生する。これらのメッセージは、オンスクリーン表示
付加器（ブロックＯＳＤ．ＡＤＤ）２７５においてアナログビデオ信号に挿入または付加
されるビデオ信号としてフォーマット化される。アナログビデオ信号は、ビデオ選択器ブ
ロックＳＥＬ２８０からオンスクリーン表示付加器２７５に供給される。
選択器２８０は、制御システム２０５によって制御されて、種々のアナログ信号源相互間
の選択機能を与える。例えば、スイッチＡ１は、チューナ（同調器）から取出された信号
と、ベースバンドアナログ信号入力と、ＭＰＥＧ形復号されたオーディオ／ビデオ出力信
号１０２との間のアナログ入力信号の選択を行なう。スイッチＡ１からの出力は、アナロ
グ記録用ブロックＡ．ＲＥＣによってアナログ記録するためにこれに供給される。
選択器ＳＥＬ２８０の選択スイッチＡ３は、オンスクリーン表示付加器２７５に供給する
信号を有効に選択する。図２では、スイッチＡ３が出力信号１０２のビデオ成分をオンス
クリーン表示付加器２７５の入力に供給する本発明の構成が示されている。従って、例え
ば再生期間中に発生した記録装置／再生装置２００の状態メッセージは、出力トランスポ
ート・パケットストリームから復号されたビデオ信号成分１０２に付加される。これによ
って、オンスクリーン・メッセージが付加されディジタル的に取出されるＭＰＥＧ形復号
された再生信号である信号１０３は、表示装置３００によって観察される。
記録装置／再生装置２００のアナログ動作期間に、スイッチＡ３は、信号ＶＨＳとして示
されているアナログ再生信号をオンスクリーン表示付加器２７５に供給する。従って、ア
ナログ動作期間に、ＯＳＤメッセージはアナログ再生ビデオ信号に付加される。一方、デ
ィジタル記録が選択されたときには、ＯＳＤメッセージは、再生されたビットストリーム
から復号されたアナログビデオ信号１０２に有効に付加される。従って、このような有利
な帰還接続によって記録装置の状態メッセージがビデオ成分と合成されて、アナログ信号
１０３として出力される。
選択器２８０のスイッチＡ２によって、オンスクリーン表示付加器２７５をバイパスして
出力信号１０２をモニタ表示装置３００に直接供給する接続路が形成される。従って、ス
イッチＡ２のバイパス動作によって、復号された出力信号を観察することができ、また付
加器２７５による信号劣化の可能性をなくすことができる。バイパス路Ａ２は、スタンバ
イモード（待機モード）において記録装置がオフ状態であるとき、または復号され、非記
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録（記録されていない）の“生（ live）”のビットストリームを観察するとき、自動的に
選択される。アナログ記録の期間中に、復号された非記録信号を観察できるようにするた
めに、バイパススイッチを手動で付勢することもできる。この有効なバイパス接続によっ
て、アナログ記録装置の不要な信号処理、例えばディジタル的に導き出された信号１０２
の品質を低下させる特性を内在するＥ／Ｅ記録装置の経路を介する処理を省くことができ
る。さらに、この有効なバイパス機能により、例えば機械的接触によって、記録装置２０
０の動作状態に関係なく受信機ＩＲＤ１００をスイッチＡ２によってモニタ表示信号３０
０に容易に接続することができる。
オンスクリーン表示発生器２７０は、ビデオ信号に挿入されたときにメッセージが表示ス
クリーン上の所定の位置に表示されるように、特定の水平および垂直同期タイミングでフ
ォーマット化されたメッセージを発生する。しかし、ディジタル再生モードで動作し、且
つ上述の有利な帰還接続を用いると、ＯＳＤメッセージは、アナログ記録装置の動作期間
中に使用された水平および垂直同期タイミングとは異なる水平および垂直同期タイミング
を用いて生成される点で好都合である。この異なる水平および垂直同期タイミングは、例
えば受信機１００において受ける再生信号の電播およびＭＰＥＧ形復号の遅延を有効に補
償することができる。従って、異なるＯＳＤ同期タイミングを用いることによって、アナ
ログまたはディジタルのいずれの記録装置の動作においても実質的に同じ所定のメッセー
ジ位置を確保することができるという効果が得られる。
処理およびＭＰＥＧ形復号による時間遅延は多数のフレーム期間に及ぶことがある。多数
フレーム遅延または時間的オフセット（ offset:ずれ）が生じると、実際に再生された視
覚的イベント（番組内容）に先行してＯＳＤメッセージが生じることになる。記録装置の
ＯＳＤメッセージが再生イベントに先行して生じる場合は、その時間的オフセットは、ユ
ーザ制御命令の結果として、また、対応する再生された画像が遅延して現れる効果として
顕在化する。時間的オフセットは、記録された時間コード (time code)信号または記録装
置のテープタイマを表示するときに、さらに重大な問題を生じさせる。例えば、テープ再
生期間中に、ある特定のイベントが、記録装置のテープタイマのオンスクリーン表示によ
り、あるいは記録された時間コード信号のＯＳＤにより表示 (note)されることがある。こ
の表示 (note)された各時間によって、選択された各イベントの後続する位置を予測すこと
ができる。しかし、表示された時間が、記録装置相互間で実行される電子的編集（エディ
ット）用の編集点として用いられると、その結果、編集された場合（シーン）は予め観察
している（プレビュー）間に選択された場面に対して時間的に先行する。メッセージと再
生画像との間の時間的オフセットの影響は、メッセージの発生、メッセージの伝達、ＯＳ
Ｄ表示を遅延させることによって、またはテープタイマ／時間コード番号またはカウント
（計数値）を訂正することによって効果的に除去することができる。記録装置２００にお
いて、遅延（ＤＬＹ）２０７として示されている遅延は、スイッチＡ７またはＡ８によっ
て選択される。例えば、復号されたビデオ信号１０２がＯＳＤ付加器２７５において記録
装置のＯＳＤメッセージを挿入するために帰還されると、制御装置２０５に応答してＯＳ
Ｄメッセージ命令が発生される。メッセージ命令信号ＣＭＤが制御装置２０５からスイッ
チＡ７および遅延２０７に供給されるように示されている。スイッチＡ７は、記録装置２
００用に選択された記録モードに応じて、すなわちアナログであるかまたはディジタルで
あるかに応じて制御される。スイッチＡ７は、ディジタルモードで示されており、遅延２
０７から供給される信号ＣＭＤの遅延されたものを選択する。この遅延された命令信号に
よって、復号されたビデオ信号と実質的に時間が一致するＯＳＤメッセージが発生され、
挿入される。別の構成ではスイッチＡ８が使用されて、このスイッチＡ８はＯＳＤ発生器
２７０からの出力に遅延２０７を挿入する。この構成では、スイッチＡ７は制御装置２０
５の出力に接続されている。また、スイッチＡ８を用いて、信号ＣＭＤをバス１１２およ
びＩＲＤ１００に供給するのを遅延させることができる。さらに、ＯＳＤメッセージと復
号された再生画像との間の時間的オフセットは、メモリアクセス信号またはメモリ出力信
号のいずれかに、例えば遅延（ＤＬＹ）１１６として示されている遅延を導入することに
よって訂正することができる。再生画像とＯＳＤとの同期化は、種々の方法、例えばクロ
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ックされたデータラッチ、シフトレジスタ、単安定マルチバイブレータ等を用いた遅延に
よって実現することができる。テープタイマまたは時間コードＯＳＤは、例えば編集モー
ドのプレビュー期間中に表示数字の算術演算操作によって復号された画像に同期させるこ
とができる。従って、選択された画像およびそれに関連する表示数字は入力されて、電子
的編集が可能になる。記録装置２００のアナログ動作期間中は、制御装置２０５からの命
令信号ＣＭＤは遅延されずにスイッチＡ７により発生器２７０に直接供給される。
別の発明の実施形態では、記録装置２００によって供給されたオンスクリーン表示メッセ
ージは、受信機１００のオンスクリーン表示機能を有効に利用している。記録装置２００
から取出されたメッセージはデータバス１１２の制御用導線を介して受信機１００に供給
され、図２のブロックＯＳＤ５２０においてオンスクリーン表示のための挿入が行なわれ
る。記録装置のメッセージデータは発生器２７０によってテキストメッセージとしてフォ
ーマット化され、このメッセージにタグまたはラベルが付加される。タグが付加されたテ
キストメッセージは信号２７１として示されており、この信号２７１はＩＲＤ１００の制
御装置１１５に供給されて、他の制御バスデータから分離される。この分離に続いて、テ
キストメッセージは、ＯＳＤ５２０によって表示フォーマット化およびビデオ挿入を行な
うために結合される。このテキストメッセージは、制御装置２０５からのＯＳＤ命令信号
ＣＭＤに応答して発生される。先に説明したように、信号ＣＭＤは、遅延ブロック２０７
において遅延を受ける。しかし、遅延ブロック２０７からのテキストメッセージは、スイ
ッチＡ７による遅延２０７の挿入によって別の点で遅延されてもよい。
さらに別の発明の実施形態では、受信機１００にメモリ５１０が設けられており、該メモ
リ５１０は記録装置２００に固有の受信機のオンスクリーン表示メッセージすなわちＯＳ
Ｄメッセージを含んでいる。記録装置２００に固有のメッセージは、制御バスを介して制
御装置１１５に供給された記録装置２００のオンスクリーン表示命令信号ＣＭＤに応答し
てアクセスされる。記録装置２００において、オンスクリーン表示命令信号ＣＭＤは、さ
らに発生しようとするメッセージを決定する制御装置２０５によって生成される。従って
、命令信号ＣＭＤは有効に受信機１００に供給され、メモリ５１０に記憶されている記録
装置に固有のグラフィックメッセージのアクセスおよび表示フォーマット化が可能になる
。
さらに別の本発明の実施形態では、受信機１００は、記録装置２００の命令に応答して記
録装置２００のテキストメッセージと受信機１００のグラフィックメッセージとの間の適
応的選択を行なう。記録装置２００のテキストメッセージの表示とＩＲＤ１００のグラフ
ィックメッセージの表示との間の選択を行なうことによって、製造年が異なることにより
機能および装備の点で異なる記録装置と受信機との相互接続が可能になる。例えば、より
古い型の受信機を最近製造された記録装置に接続することができるが、その場合、受信機
のメモリには記録装置のオンスクリーンメッセージ表示を支援するための予めプログラム
されたグラフィックメッセージは含まれていない。従って、受信機は、記録装置によって
生成される単純なテキストメッセージは表示することができる。反対に、より新しい受信
機は、異なる製造年の種々の製品に対するグラフィックメッセージの選択肢を用いて予め
プログラムされており、これらの種々のグラフィックメッセージを、記録装置のテキスト
メッセージに代えて表示することができる。単純なテキストメッセージとグラフィックメ
ッセージとの間の選択は、テキストメッセージに付加されたタグまたはラベルによって容
易に行なわれる。例えば、タグまたはラベルは、要求された記録装置の特定のメッセージ
を選択してイネーブルする命令信号ＣＭＤを含むことができる。さらに、そのラベルは、
例えば記録装置の製造日、型式、変更または訂正のレベル、および製造番号等に関する記
録装置のプロフィール情報を伝達するのに充分なデータ容量を有する。タグおよびラベル
が付加されたテキストメッセージが制御装置１１５によって受信されると、そのタグまた
はラベルは解釈（翻訳）され、その結果、ＩＲＤ１００のメモリ５１０の中から記録装置
に固有のグラフィックメッセージが選択される。しかし、受信機のメモリが特定の記録装
置のメッセージにより、あるいは記録装置のプロフィールに固有のメッセージにより予め
プログラムされていない場合は、タグは付加された単純なテキストメッセージのフォーマ
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ット化および表示を可能にする。先に説明したように、ＯＳＤメッセージ、テキストまた
はグラフィックメッセージと、再生された復号画像との間の時間的および空間的な偏位 (d
isplacement)を補償するために、遅延素子を挿入することができる。
図２には、３つのアナログ信号入力、すなわちオーディオ／ビデオ（Ａ／Ｖ）信号１０１
および１０３と、例えばＳ－ビデオまたは輝度およびカラー成分Ｙ、Ｐｒ、Ｐｂ等のオー
ディオおよびコンポーネント・ビデオ信号１０４とを有するモニタ表示装置が例示されて
いる。さらに、表示装置３００は、ＲＦ入力（ＲＦ　ＩＮ）として示された無線周波数（
ＲＦ）信号を介してオーディオ信号およびビデオ信号を受信する。信号選択器３１０は既
知の態様でビデオおよび同期処理回路（図示せず）に結合されており、これらは共同して
画像表示信号を生成する。信号選択器３１０は、表示装置３００に配置されたユーザ付勢
スイッチによって制御されるか、または変調されたＩＲ制御ストリームを介して送信され
たユーザ起動の遠隔制御命令によって制御される。これらの例示された３つのベースバン
ド入力信号は、選択器スイッチ３１０の自動制御によって有効に選択される。例えば、デ
ィジタル記録モードまたはディジタル再生モードを選択すると、記録装置のＯＳＤ状態表
示情報を含む入力信号が自動的に選択される。その記録装置の状態ＯＳＤは、前述のよう
にして生成されて発生する。さらに、多数のベースバンド信号入力を設けることにより、
機能により指定される装置相互間の接続が可能になる。例えば、ＩＲＤ１００からの復号
された非記録信号は、例えば、出力信号１０１を用いて、または記録装置のＯＳＤを挿入
してＡ／Ｖ信号１０３を形成するようにＩＲＤ１００の出力信号１０２を経路指定して得
られたコンポーネント・ビデオ信号１０３を用いて容易に直接観察することができる。
図３は、表示装置３０１として例示された低コストの表示装置を用いた場合を示している
。表示装置のコストを低減するためには、信号入力の数を、例えばＲＦ入力、コンポーネ
ント・ビデオ信号またはＳ－ビデオ入力、および１個のオーディオ／ビデオ信号入力に限
定すればよい。入力選択器３１１は信号処理手段３１４に結合されており、該信号処理手
段は周知のように必要とするビデオ信号および同期信号を導き出して容易にビデオを表示
することができる。図２の選択器２８０における選択およびバイパス機能によって、単一
のＡ／Ｖ入力を介して記録された素材 (material)および記録されていない素材を表示装置
３０１によって有効にモニタすることができる。しかし、表示装置は、コンポーネント・
ビデオ信号の接続を有効に利用することにより、信号の供給に加えて表示入力選択を決定
し、制御することができる。例えば、コンポーネント・ビデオ信号またはＳ－ビデオ（Ｓ
－ＶＩＤＥＯ）信号は、ＮＴＳＣ符号化信号から得られる表示画像の品質より優れた品質
が得られると想定されているので、コンポーネント信号入力に供給されるこのようなコン
ポーネント信号が存在すると、自動的にコンポーネント信号源が選択される。従って、コ
ンポーネント信号とコンポジット信号が共に表示装置３０１の入力１と２にそれぞれ供給
されていると、入力制御装置は、好ましい入力としてコンポーネント信号を選択するよう
に予め決定された論理を有している。しかし、このような自動化された入力選択を実行す
ると、図２の記録装置２００から供給される記録装置に固有のオンスクリーン表示情報を
含む信号のモニタを阻害することになる。しかし、自動化された優先入力選択を有効に利
用することによって、例えば入力２における信号１０３のようなオーディオ／ビデオ信号
を遠隔制御によって選択することができる。記録装置２００を介して供給されるオンスク
リーン表示情報を含む信号は、本発明のコンポーネント信号 (component signal)１０４の
制御によってＩＲＤ１００からの上記コンポーネント信号１０４を出力に供給させるかあ
るいは出力への供給を終了させることにより、表示装置３０１上で観察することができる
。例えば、ユーザが非記録ビットストリーム、すなわち受信信号を選択すると、受信機１
００の制御装置１１５は、例えばＳ－ビデオフォーマットを有するコンポーネント信号１
０４の発生または出力を可能にする。表示用の記録された画像信号を選択すると、制御装
置１１５はコンポーネント信号１０４の発生または出力を終了させる。従って、モニタ３
０１の制御装置３１２は、コンポーネント信号入力端子に結合され、信号３０９を介して
信号１０４の不存在を検知して、入力選択器３１１に、入力１のコンポーネント信号１０
４から、例えば図２における記録装置２００の選択器２８０を介して結合された入力２の
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オーディオ／ビデオ信号１０３に切換えさせる。

【 図 １ 】

【 図 ３ 】

【 図 ２ 】
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